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概要

救急隊員は、業務中において活動内容そのものより、連続した出場によって時間が逼迫している状況に、

最も精神的負担を感じていることが明らかになっている。そこで本研究では、救急隊員の当番勤務時におけ

る生活時間の経過を小隊単位で追跡することにより、当番時の生活行動や年間出場件数別にみられる特徴に

ついて分析し、救急隊員の勤務実態について検討した。

主な結果は、以下のとおりである。

1 出場件数が多く出場時間が長し、小隊ほど、出場関係の事務処理時間は長くなり、その他の事務や署所内

事務まで手が回らない。

2 食事や仮眠は、連続する出場により中断、遅延することが多く、特に上位群・ 3500件群はその傾向が顕

著であった。

3 当番中に処理しきれない業務は、超過勤務として繰り越されている。

4 当番時間を超過することなく 1当番あたり 10件以上をこなすには、仮眠を含む休憩時間は4時間が限度

である。出場以外の係関係事務なども考慮すると 4時間も困難である。

5 生活必需時間は国民平均との格差がみられ、食事・仮眠・入浴・洗面のいずれにおいても、小隊によっ

ては国民平均を大きく下回っていた。

6 先行研究「救急隊員の業務中における精神的負担に関する研究J(H 15) における、救急隊員が最も精神

的負担を感じている、「連続した出場による時間の逼迫」の実態を明らかなものとした。

1 はじめに

東京消防庁管内(注東京都内のうち、稲城市、東久

留米市及び島しょ地域を除いた部分)の救急出場件数は、

年々増加の一途をたどっている。最近 5年間は約 5%の

割合で噌加を続け、平成 15年中は 663，765件 1)に達した。

救急隊 1隊あたりの平均出場件数は 3，207件、 1日平均

出場件数は 8.8件 1)であった。出場から帰署(所)まで

の活動平均時聞が 1時間 15分 48秒1)、帰署後の事務処

理時間で H牛あたり 50分 2)所要したとすると、 1当番で

ある 8時 30分から翌日 8時 40分までの 24時間 10分の

うち、 18時間 28分は出場とそれに係る業務で占められ

ていることになる。言い換えれば一日あたり 5時間 42

分しか、食事や休憩、仮眠に当てる時聞がないことにな

る。

年間出場件数が 3，500件を超えた隊の場合は、さらに

深刻である。 1日あたり 9.6件出場した計算となり、出

場とそれに係る業務で 1当番あたり 20時間 8分、そうで

ない時間は4時間 2分と、非常に厳しい状況である。な

お、平成 15年中で年間救急出場件数が 3，500件を超えた

隊は、 212隊中(うち 5隊は平成 15年 12月 15日に運用

開始) 62隊1)を占めていた。

睡眠、食事、及び洗顔や入浴など身のまわりの用事は、

個体を維持向上させるために必要不可欠性の高い行動で

ある。これらに要する時間は必需時間と呼ばれ、毎日

100%近い人々が過ごしている身体的・生理的時間である

1)。平成 13年の調査によれば、国民一人あたりの平日の

平均睡眠時聞は 7時間 23分、食事時間は 3食合わせて 1

時間 33分、身の回りの用事は 1時間 5分であった九ほ

とんどの救急隊員は、国民が日々平均的に過ごしている

こうした必需時間さえも十分に取れないまま、当番業務

を行っているのである。

東京消防庁消防科学研究所第四研究室(以下、第四研

究室と略す)引によれば、救急隊員は業務中において、

連続した出場による時間の逼迫に、最も精神的負担を感

じていた、としている。救急隊員が出場する現場は、人

の生死に係るような場面が多く、日常生活のストレスを

はるかに超えるような状況下で活動している。しかし、

救急隊員たちは過酷な活動の内容よりも時間の逼迫を受

*健康管理室、**大森消防署、***第四研究室、****中央大学文学部
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けている現状に精神的負担を高く示しており、その評価

は勤務実態の深刻さを裏づけている。

救急隊の業務は、傷病者の救命処置と搬送、及びそれ

に係る事務処理だけではない。都民に対する救急普及業

務等の救急関連事務も、当番中に行わなければならない

業務である。さらに救急係以外の係に属する隊員の場合

は、自分の担当業務もこなさなければならない。度重な

る出場とその関連事務処理で 24時間 10分に収まりきら

ずにたまった業務は、翌日 8時 40分以降に繰り越される

結果となることは容易に推測できる。

労働基準法では、年間超過勤務時間の上限を 360時間

と定めているが 5)、出場件数の多い隊については、この

上限を超える可能性が考えられる。このような状況を打

破していくためには、 24時間 10分の限られた当番時間

内における業務の割振りの調整と検討を図ること、また、

同一隊員への労務負担を分散させるために、適切な人事

管理を実践することが必要である。

東京消防庁では、救急資格者の養成を早急な目標とし、

交替要員の適正な配置に努めている。また、各消防署で

は、ローテーション乗務により一定の基準を設けて救急

隊員を交替させる等の対策を講じることとしている 6)。

このローテーション乗務は、年間出場件数や在勤する救

急技術認定者数等、各消防署の実情に応じて実施されて

いるため、実施状況は一様でないことが推測される。

そこで本研究では、救急隊員の当番時の生活時間に焦

点を当て、勤務中の生活行動を調査することにより、平

均的な救急小隊の勤務実態について正確に把握すること、

年間出場件数問でみられる差について検討することを第

ーの目的とした。

また、把握される勤務実態を基に、必要最低限の生活

必需時間と事務処理時間を確保した上での出場限界値を

検討し、時間的逼迫の緩和につながる改善方策を見出す

ことを第二の目的として行った。

2 調査方法

救急小隊単位で、 l当番ごとに調査票に記入する方法

をとった。事前に調査対象署所を訪問して事前説明を行

い、記入方法の統ーを図った。調査票は、日数分を逓送

で対象署所に送付し、実施者に配布してもらい、逓送で

回収した。不備等は、電話で回答者に確認しながら補修

した。

(1)材料

勤務時間分類の項目は、予め無作為に選出した救急小

隊2隊に行った l当番中の勤務時間調査をもとに、救急

隊員経験者を交えて項目を選定した。

救急隊員が当番中に費やすと考えられる作業時聞を

「出場Ji出場関係事務Ji係関係事務Ji署所内事務Ji生

活必需時間j に大別した。これらに該当すると思われる

18項目を分類し(表1)、勤務時間調査票を独自で作成

した。
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調査用紙は、次のア及びイの内容で構成された。

表 1 時間分類表
農務関連行動 肉容

出場 出場 指令による救急出場

出場関係事務教急活動記録頭 救急救命士法第46条に基づく救急処置録への配入

他出場関係事務教急情報コンビュー告への情報入力、救急原頭以

外の出場関係書頬の作成

資櫨材補充 出場で使用した楓櫨の充電、清耗品の補充

係関係事務 保関係事務 教命属音専の普及に関する事務、;同耗品等の管理

事所内事務

事務‘研究会等の計画に関する事務

車両・資櫨材霊備救急車の霊備定期点積、資器材等の霊備

大交錯・日夕点償交脅に伴う点積、夕膏lの定時点償

示逮・教養 書顕・連絡事項等の伝達、部下宿噂

通信・受付 通信重の無線当番、受付の当番

体力錬成 自主的な筋力トレ一二ング

訓練 救急隊としての訓練、救急活動筏舵の訓練

署清柵 署所肉の清禍

食事当番

生活必需時間食事

鎗番制の食事当番

朝食・昼食・夕食

入浴・法面

仮眠

自由時間 e 錐餓・休息

その他

くつろぎ・コーヒー告イム

出向‘教命瑚習‘見学等への対応

車線阪や休息に使用する時間1;1:.本来『自由時間』として位置づけられるが(3)、本調査は勤務
時間に限定するものであり拘束性を有していること、また、生活必需時間の項目は休息時間且
ぴ休息時間の範囲内での実施が求められていることから.本間査においては生活必需時閣の
部として提えることとした.

ア フェイスシート

救急隊乗務者の氏名・年齢・性別・階級・来庁時間・

退庁時間等についてたずねた。また、当番中に交替乗務

を行った場合の時間と相手、その後の職種についてたず

ねたロ

イ 勤務時間調査票

来庁時から退庁時までの各隊員の行動について、該当

欄に 10分単位で記入を求めた。該当欄がない場合は、

「他」の欄に内容とともに記入するようにした。

また、各署所で実施されているローテーション乗務を

踏まえ、乗換え後の予備隊員や降車中の隊員の行動につ

いても「出場関係事務」の 3項目及び「生活必需時間」

の「仮眠」のみ記入欄を設けたロ

記入については、乗務者で、あれば特に問わなかった。

最終的に隊長が内容を確認し、サインを求めた。

(2) 調査対象

予め指定した東京消防庁救急小隊 10隊。 10隊X7当

番の全 70サンプルを回収した。なお、 lサンプルは当番

中に各隊員が 3回入れ替わり、隊としての動きを追いき

れず、欠損扱いとした。

救急部の依頼条件に基づき、「年間出場件数が上位を占

めている隊Ji年間出場件数が 3500件::!::50件の隊Ji年

間出場件数が 3000件::!::50件の隊Ji年間出場件数が 2300

件::!::50件の隊Ji年間出場件数が下位を占めている隊j

の5群を設定した。 3500件、 3000件及び 2300件の数値

は、救急隊員の配置基準(救急出場件数)のとらえ方 7)

に示された i1当務2個班の交替により可能な出場件数」

「可能な年間出場件数Ji適正な年間出場件数」をそれぞ

れ基準とした。平成 14年中の年間出場件数から各条件に

該当する隊を 2隊ずつ無作為抽出し、 10隊を採用した。



調査に関わった救急隊員数は 230名で、 24時間 10分

の当番中に乗車した隊員は 224名、乗車せずに当番を終

了した予備隊員は6名であった。本調査では、救急車に

乗車した隊員の勤務実態の杷握を目的としたため、乗車

していない6名については欠損扱いとした。

また、降車中の予備隊員の動きは記入にばらつきがあ

り、本結果では追わなかった。

なお、属性の結果は、有効回答者数 224名から算出し

た。その他に結果については、隊長・隊員・機関員の職

種単位で追跡し、 69X3の 207名から算出した。

(3) 調査期間

平成 15年 2月 17日から平成 15年 2月 23日まで

(4) 分析ツール

本研究では、 Excel2000 for Windows及び Windows版

SPSS Base Systern 11.0Jを用いて分析処理を行った。

3 調査結果

(1)調査期間中のローテーション乗務の状況

調査対象小隊における階層別のローテーショ ン乗務の

状況については、表 2のとおりである。 1当務の乗務員

が変わらない体制での乗務は全体で 75.7%を占め、正規

に指定されている隊員での 1当番乗務、正規の小隊問で

隊員と機関員が交替しての乗務、予備救急隊員を乗車さ

せての 1当番乗務の 3パターンがみられた。当番中途で

予備救急隊員と交替していたのは、 4分の 1程度であっ

た。当番中途の交替が上位群で、半数あったが、他の小隊

では一定しておらず、階層による特徴はみられなかった。

基本的には正規の指定された救急隊員の構成を崩さずに

運営されている傾向にあった。なお、 本数値は、欠損扱

いとしたサンプル分も含んで‘算定したものである。

表2 ローテーシヨン乗務の状況

1当番最 正線隊員正鰻隊員予備隊員
予備隊員

との中途 合計
務の合計 による1当聞での交を含む1当 交替集務

番果務 省景務 番集務

上位群 車置 7 5 2 7 14 

分頬白覧 50.0 35.7 14.3 50.0 100.0 

障制の% 10.0 7.1 2.9 10.0 20.0 

35∞件君事 直圃 12 10 2 2 14 

分殖の‘ 85.7 71.4 14.3 14.3 1∞o 
揖和白‘ 17.1 14.3 2.9 2.9 20.0 

3000件君事 直置 9 8 5 14 

分舗の弘 64.3 57.1 7.1 35.7 100.0 

韓和田‘ 12.9 11.4 1.4 7.1 20.0 

2300件群直世 12 9 2 2 14 

分姐由‘ 85.7 64.3 7.1 14.3 14.3 1∞o 
飽和田‘ 17.1 12.9 1.4 2.9 2.9 20.0 

下位群 直置 13 13 14 

分傾の% 92.9 92.9 7.1 1∞o 
飽和田% 18.6 18.6 1.4 20.0 

全体 直置 53 45 3 5 17 70 

分額由% 75.7 64.3 4.3 7.1 24.3 100.0 

曽和田‘ 75.7 64.3 4.3 7.1 24.3 1∞o 

(2) 回答者の属性について

回答者の属性は、単純集計を行った。
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性差については、女性の救急隊員は全体の 6.3%であ

り、各群でも 1割前後で、あった。

年齢は、最年少が 22歳、最年長が 60歳で幅広く分布

していた(平均年齢 40.50歳、標準偏差 10.30)。

その他階級、職種も含め、結果は図 lのとおりである。

性別 年代

階級 職種

注)パーセンテージは四捨五入して小数点第 1位まで表記

図 1 属性

(3) 救急出場状況

調査を実施した 1週間の救急出場状況を算出した。 1

当番あたりの全体における平均出場件数は、 8.10件(標

準偏差 3.03)、出場に要した平均総時間は 9時間 21分 43

秒(標準偏差3時間 06分 45秒)であった。階層別の出

場状況は、表 3-1及び 3-2のとおりである。

表3-1 階層別救急出場状況(出場件数)

MIN MAX MEAN SD 

上位群 8 15 11.29 2.00 

3500件群 13 9.79 1.54 

3∞0件群 11 8.36 2.05 

23∞件群 4 9 6.64 1.86 

下位群 2 7 4.15 1.41 

全体 15 8.10 3.03 

表3-2 階層別救急出場状況(総時間)

MIN MAX MEAN SD 

よ位群 7:48:00 16:00舟O 12:01:17 1:58:15 

3500件群 7:22:00 14:17:00 11:08:51 2:02:26 

3∞0件群 4:22:00 13:41:00 9:26:21 2:17:53 

2300件群 4:20:00 12:36:00 8:00:42 2:16:20 

下位群 2:13:00 12:13:00 5:56:46 2:41:17 

全体 2:13:00 16:00:00 9:21:43 3:06:45 

(4) 来庁及び退庁平均時刻

調査を実施した 1週間における全体の平均時刻は、来

庁は 7時 55分 53秒(標準偏差O時間 11分 42秒)、退庁

が 10時 12分 42秒(標準偏差 1時間 5分 52秒)で、あっ

た(表 4)。

救急隊員が該当する三部交替制勤務員の正規の勤務時

間は、8時 30分から翠日 8時 40分までと定められてい



る8)。来庁時刻や退庁時刻の超過には、救急服の着用等、

定時に勤務を開始するための準備等の時聞が含まれてい

る。なお、それぞれ8時 30分から救急車に乗車した隊員

及び翌日 8時 40分以降の当番終了時まで乗車した隊員

の来庁及び退庁時刻の平均値より算出した。

表4 来庁及び退庁平均時表IJ

N MIN MAX MEAN SD 

上位群 42 
7:30:00 8:15:00 7:59:02 0:12:18 

35∞件群 42 
13:15:00 

8:15:00 

13:00:00 

8:05:00 

12:00:00 

8:10:00 

13:00:00 

8:15:00 

13:20:00 

8:50:00 

7:30:00 

9:00:00 

7:25:00 

8:45:00 

7:20:00 

8:40:00 

10:19:24 

7:59:17 

10:26:18 

7:49:24 

9:44:31 

7:56:24 

9:54:06 

7:55:53 

10:12:42 

1:02:30 

0:10:16 

1:02:15 

0:10:46 

0:53:52 

0:10:11 

1:04:37 

0:11:42 

1:05:52 

3000件群 42 

2300件群 42 

下位群 39 

7:00:00 
全体 207 

8:40:00 

※上段来庁時刻、下段退斤時刻

(5) 1当番あたりの各業務等の平均時間等

ア係関係事務

(7) 係関係事務

l当番中あたりの係関係事務に係る時間の取得状況

は、表 5のとおりである。全体の平均総時間は 2時間 41

分 29秒(標準偏差2時間 6分2秒)であった。

表5 係関係事務に係る時間の取得状況

群

群

群

群
件
件
件
群
一

時
醐
醐
側
一
唯
一
錦

N 従事者数 従事指則 MlN 

42 39 92.9 0:00.∞ 

42 35 83.3 0カ0:∞

42 40 9旦2 0:ぬ∞

42 35 幻 3 0:0仕∞
39 37 94.9 0:∞:∞ 

207 186 89.9 0:00.∞ 

SD 
2:16:08 

1:45:27 

1:43:33 

1:54:18 

2:26:15 

2:06:02 

MAX MEAN 
自給∞ 2:30:14 
6:1な∞2:05:14
7・∞:∞ 2:4仕25

7ぬ∞ 2:19:45

9泌∞ 3:ぬ46

9:3な∞ 2:41:29

(イ) 車両・資器材整備

1当番中あたりの車両・資器材整備に係る時間の取得

状況は、表 6のとおりである。全体の平均総時間は 38

分 33秒(標準偏差 54分 3秒)であった。

表6 車両・資器材整備に係る時間の取得状況

N 従事者数 従事率制 MIN MAX MEAN SD 
上位群 42 27 64.3 0:00:00 2:30:00 0:39:17 0ロ48:12

3500件群 42 25 59.5 0:0加 o 4:00:00 0:49:31 1 :08:25 

30∞件群 42 量 的 o 0:00:00 2:40:00 0:34:59 0:42: 16 

2300件群 42 21 50.0 0カ0:00 4:20:00 0:42:51 1 :04:35 

下位群 39 19 48，7 0:00:00 2:20:00 0:25:07 0:38:47 

全体 207 121 58.5 0:00:00 4:20:00 0:38:33 0:54:03 

イ 署所内事務

(7) 大交替・臼タ点検

1当番中あたりの大交替・日夕点検に係る時間の取得状

況は、表 7のとおりである。全体の平均総時聞は 48分9

秒(標準偏差 17分 23秒)であった。なお、大交替は当

番開始及び終了時の翌日 8時 30分から実施し、非番者か

らの申し送り後に装備資器材の点検を行う。日夕点検は、

夕刻の定時点検で、本調査における平均実施時刻は 18

時 11分 51秒(標準偏差 32分 35秒)だ、った。

表7 大交替・日夕点検に係る時間の取得状混

N 従事者数 従事率(%) MIN MAX MEAN SD 
上位群 42 42 100.0 0:30:00 1 :20畑 0:57:08 0:14:51 

3500件群 42 42 100.0 0:40:00 1 :20:00 0:5叩 5 0:13:28 

3000件群 42 42 100.0 0:20:00 1 :20:00 0:44:02 山 8:13

23∞件群 42 41 事7.6 0:00∞ 1:10:00 0:37:51 0:15:32 

下位群 39 39 100.0 0:20:00 1:10:00 0:43:20 0:15:06 

全体 207 206 事9.5 0:00:00 1:20:00 0:48:09 0:17:23 

(イ) 示達・教養

l当番中あたりの示達・教養に係る時間の取得状況は、

表8のとおりである。全体の平均総時間は 25分4秒(標

準偏差 29分 37秒)であった。

表8 示達 E 教養に係る時間の取得状況
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(ウ) 通信・受付

1当番中あたりの通信・受付に係る時間の取得状況は、

表 9のとおりである。全体の平均総時間は 50分 30秒(標

準偏差 52分 28秒)であった。なお、通信・受付は消防

士長以下の階級の者のみ従事するため、消防司令補を除

く 152名で算出した。

年間出場件数が多い韓ほど、従事する時間も従事する

人数も少なくなっており、通信・受付勤務は、出場が多

い所属では免除される傾向にあることがうかがえる。

表9 通信ー受付に係る時間の取得状況

N 従事者数 従事事偽 MIN MAX MEAN SD 
上位群 32 12 37.5 0:00:00 1 :40:00 0:18・45 0:28:55 

3500件群 33 19 57.6 0:00:00 2:00:00 0:33:38 0:41 :08 

3000件群 32 20 62.5 0:00:00 2:30:00 0:43:26 0:45:50 

23∞件群 28 23 82.1 0・∞∞ 2:10・00 0・58:34 0:43:26 

下位群 27 25 事2.6 加 0:00 3:30:00 1 :46:17 0:58:58 

全体 152 99 65.1 0:00:00 3却 00 0:50:03 0:52:28 

(エ) 体力錬成

1当番中あたりの体力錬成に係る時間の取得状況は、

表 10のとおりである。全体の平均総時聞は 4分 3秒(標

準偏差 13分 15秒)であった。

全体における従事率が 11.1 %で、上位群においては未

実施であった。年間出場件数に関係なく、全体的に取得

しにくい状況にあった。
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表 10 体力錬成に係る時間の取得状況

N 従事者徹従事事{免 MIN MAX MEAN SO 
よ位群 42 0 0.0 0:00:00 0:00:∞ 0・∞∞ 0:0ω0 

35∞件群 42 10 23.8 0:∞ 00 0:40:00 0:沼5:00 0: 1 0:25 

3∞o件群 42 4 9.5 0:∞:00 0:50:∞ ω3:19 0・10・44

23∞件瀞 42 8 19.0 0:00:00 1 :30:∞ 0:10:57 0:23:39 

下位群 39 2.6 0:00迎。 0:30仰 0∞:46 0:04:48 

全体 207 23 11.1 0:00・∞ 1:30∞ 0:0川 3 0・13:15

(オ) 訓練

1当番中あたりの訓練に係る時間の取得状況は、 表 11

のとおりである。全体の平均総時間は 5分 13秒(標準偏

差 17分 20秒)であった。

全体における従事率は 9.7%で、上位群、 3500件群及

び下位群は来実施であった。体力錬成同様、年間件数に

関係なく、全体的に取得されにくい状況にあった。

表 11 訓練に係る時間の取得状況

N 従事者敬従.寧似 M司N MAX MEAN SO 
よ位群 42 0 0.0 0:00∞ o∞:∞ 0:00∞ 0:00:00 

3500件群 42 0 0.0 0:0ωo 0:00:00 0:0叩 o 0:00:00 

3000件群 42 11 26.2 0:00:00 1 :40:00 0: 16:40 0:30:05 

2300件群 42 9 21.4 0∞∞  1:10:00 0畑 :02 0:19:21 

下位務 39 0 00 0∞∞  o∞:∞ o∞:00 0∞∞  

全体 207 20 9.7 0泊0:00 1 :40:00 0泊5:13 0:17:20 

(カ) 署内の清掃

1当番中あたりの署内の清掃に係る時間の取得状況は、

表 12のとおりである。全体の平均総時間は 18分 9秒(標

準偏差 24分 24秒)であった。通常翌日早朝に実施され、

本調査における翌朝に実施された署内の清掃の平均実施

時刻は、 6時 51分 52秒(標準偏差 18分 47秒)だった。

上位群の平均総時間は 3分 45秒で特に少なく、早朝の

出場の多さがうかがえた。

表 12 署内の清掃に係る時聞の取得状況

N 従事者敵従事事(¥) MIN MAX MEAN SO 
よ位群 42 11 26.2 0:00:00 0:20:∞ 0:03:34 0:06:33 

35∞件務 42 18 42.9 0:00:00 2: 1 0:00 0:24:45 0:3臼 0

30∞件務 42 19 45.2 0測:00 1:00:00 0:19:17 0企3:49

2300件群 42 35 83.3 0∞∞  1∞:00 0:22:37 0: 16:41 

下位群 39 26 66.7 0∞ 00 1:30:00 仕20:46 0:22:45 

全体 207 109 52.7 0:00∞ 2: 1 0:00 0: 18:09 0:24:24 

(キ) 食事当番

1当番中あたりの食事当番に係る時間の取得状況は、

表 13のとおりである。全体の平均総時間は 14分 20秒(標

準偏差分 38分9秒)であった。なお、食事当番は消防士

長以下の階級の者のみ従事するため、消防司令補を除く

152名で算出した。

全体における従事率は 18.4% で少なかった。ただし、

食事当番は通常、警防隊員全員で順番に実施している。

本調査期間中は食事当番の該当者が少なかったことも考

えられるため、単に出場件数の影響だけとはいい難い。

表 13 食事当番に係る時間の取得状況

N 従事者敵 従事率(¥) MIN MAX MEAN SO 
よ位群 32 3 9.4 0:00カo 1:30舟o 0:03:45 0・16:12

3500件群 33 8 24.2 0:00:00 2:20:00 0:17:16 0:39:13 

3000件群 32 3 9.4 0:00:00 1 :30:00 0:08:07 0:25:42 

23∞件群 28 5 17.9 0∞∞  2:3ωo 0・10:42 0:31:36 

下位群 27 9 33.3 0∞∞  3:30:00 0:34:26 1 :01 :36 

全体 152 28 18.4 0:00∞ 3:30∞ 0: 14:20 0:38:09 

ウ 生活必需時間

(了) 食事時間等

1当番中あたりの食事に係る時間の取得状況は、表 14

のとおりである。全体の平均総時間は 1時間 14分6秒

(標準偏差別分 28秒)、 一食あたりの平均時間は、 25

分 43秒(標準偏差7分 50秒)であった。

また、全体の約 6%は、食事途中で出場が入り食事が

中断されていた。下位群を除く各群で 6%から 8%を占

めており、中断されていなかったのは下位群のみだった。

昼食は 12時 00分から 12時 45分まで、夕食は 17時

15分から 18時 00分までの休憩時間中、朝食は 7時 00

分から 8時 00分までを正規の食事時間とし、正規時間中

の食事の状況を検討した。これらの時刻よりも早く開始

していた場合は、時間内に取得したとみなした。その結

果、全体の 30%弱が、出場により正規の時間に食事がで

きない状況にあり、特に上位群においては 45%弱を占め

ていた。

表 14 食事に係る時間の取得状況

(N) MlN MAX 
0:40:00 1 :30:00 

合計 MEAN SD 
主冨群 食事総時間

(42) 食事固敏

食事途中で出喝

時間舛に食事

一回あたりの食事時間

3500件群食事総時間

(42) 食事国敏

食事途中で出禍

時間外に食事

ー回あたりの食事時間

30∞件群食事総時間

(42) 食事固敏

食事途中で出柵

時間外に食事

ー図あたりの食事時間

23∞件群食事総時間

(42) 食事固敏

食事途申で出禍

時間外に食事

一回あたりの食事時間

下位欝 食事総時間

(39) 食事困倣

食事途中で出場

時間外に食事

ー固あたりの食事時間

全体 食事総崎間

(207) 食事国敵

食.途中で出増

時間外に食事

ー回あたりの食事時間

(イ) 入浴・洗面

3 3 
o 2 。

013:20 0:30:00 

0:50:00 2:00:00 

3 

o 2 

o 2 

016:40 1:∞却
0・40:00 2分0:00

3 
o 
o 2 

0・20:00 0・40:00

0:40∞ 1:40∞ 
2 3 
0 

0 
013:20 0:33:20 

0:切 :00 2:20:00 

3 3 

o 0 。
016:40 0ッ46:40

0:40:∞ 2:20∞ 
3 

o 2 

o 3 

0:13:20 1:∞:00 

1 :07:08 0:15:01 

126 3 0 

9 0.21 0.47 

56 1.33 0.874 

022:22 0:05:00 

1・19:17 0:19:18 

120 2.86 0.521 

10 0.24 0.576 

29 0.69 0.811 

029: 17 0: 1 0:36 

1:14:17 0:20:51 

119 2.83 0.437 

8 0.19 0.397 

26 0.62 0.661 

0・26:20 0:06:22 

1 :05:00 0: 15:20 

123 2.93 0.261 

0.17 0.377 

17 0.4 0.497 

117 

0 

42 

0:22: 15 0:04:58 

1:25:38 0:24:21 

3 0 
o 0 

1.08 0.739 

028:32 0氾8:07

1:14氾6 0:20:28 

605 2.92 0.332 

34 0.16 0.42 

170 0.82 0.796 

0:25:43 0:07:50 

1当番中あたりの入浴・洗面に係る時間の取得状況は、
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表 15のとおりである。全体の平均総時間は 16分8秒(標

準偏差 16分 24秒)であった。

表 15 入浴 E 洗面に係る時間の取得状況

N 従事者数 従事事(%) MIN MAX MEAN SO 
上位群 42 30 71 A 0:00:00 0:50:00 0: 16:25 0: 1416 

3500件群 42 27 64.3 0:00:00 0:40:00 0:12:08 0:12:00 

3000件群 42 24 57.1 0:00:00 1:10:00 0:16:25 0:20:41 

2300件群 42 32 76.2 0:∞:00 1 :00:00 0:20:42 0: 15:40 

下位群 39 22 56.4 0:00:00 1:00:00 0:14:52 0:17:45 

全体 207 135 65.2 0:00:00 1:10:00 0:16:08 0:16:24 

け) 仮眠

l当番中あたりの仮眠に係る時間の取得状況は、表 16

のとおりである。全体の平均総時間は4時間 9分 33秒

(標準偏差 l時間 23分 34秒)であった。仮眠のための

休憩時間は、通算して 6時間的分を指定することとして

おり的、休憩時間同様、取得しにくい状況が明らかとな

った。

表 16 仮眠に係る時間の取得状j兄

N 従事者散 従事率(¥) MIN MAX MEAN SO 
上位群 42 42 100.0 1 :00:00 4:50:00 3:09:02 1 :03:32 

3500件群 42 42 100.0 1: 10∞ 5:10:00 3:12:37 0:58:46 

3000件群 42 42 100.0 2:50:00 6:00:00 4:25: 14 0:5唱50

2300件群 42 42 100.0 2:30:00 6:30:00 4:55:28 1 :06:59 

下位群 39 39 100.0 1 :00:00 6:30:00 5:09:44 1:24:25 

令体 207 207 100.0 1:00:00 6:30:00 4:自9:33 1 :23:34 

(エ) 雑談ー休息

I当番中あたりの雑談・休息に係る時間の取得状況は、

表 17のとおりである。

全体の平均総時間は l時間 21分 21秒(標準偏差 1時

間2分 36秒)であった。東京消防庁では、三部勤務の

職員の当番目における休憩時間としては 12時00分から

12時45分まで及び 17時 15分から 18時的分までの合

計 I時間 30分を、休息時間としては 10時 15分から 10

時 30分まで、 15時 00分から 15時 15分まで及び翌 7

時 00分から 7時 30分までの合計 1時間を、指定するこ

ととしている θ。この時間帯に食事や入浴・洗面の時間

も兼ねるようになっており、残りの時間を休息や雑談等

に利用していた。休息時間については、出場状況に合わ

せて適宜取得している傾向がうかがえた。

表 17 雑説・休息に係る時間の取得状況

N 従事者数 従事耳障(別 MIN MAX MEAN SO 
上位群 42 41 97.6 0:00:00 3:00:00 1 :04:45 0:39:35 

350自件群 42 33 78.6 自00・00 1 :30:00 0:33:34 0:28:31 

3000件群 42 33 78.6 0:00:00 3:30:00 1:05:57 1 :02:53 

2300件群 42 42 100.0 0:30∞ 5:10:00 2:20:14 1:03:50 

下位群 39 38 97.4 0:00:00 3:10:00 1:43:50 0:5ゆ:45

全体 207 187 90.3 0:00:00 5:10:00 1:21:21 自2:36

エその他

1当番中あたりのその他の突発的業務等に係る時間の

取得状況は、表 18のとおりである。全体の平均総時間は

44分 17秒(標準偏差 1時間 8分 51秒)であった。

表 18 その他に係る時間の取得状況

N 従事者数 従事率(%) MIN MAX MEAN SO 
上位扉 42 21.4 0:泊0:00 2:10:00 0:14:17 0:32必1

3500件群 42 5 11自 由:∞∞ 1 :40:00 0:08:48 0:25:35 

3000件群 42 13 31.0 0:00:00 3:30:00 0:42:08 1:11 :45 

2300件群 42 30 71.4 0:00:00 4:20:00 1 :05:57 1 :06:28 

下位群 39 28 71.8 0:00:00 4:50:00 1 :33:50 1:30: 13 

全体 207 85 41.1 0:00:00 4:50:00 0:44:17 1 :08:51 

(6)超過勤務

全体における 1当番あたりの平均超過勤務時間は、 l 

時間 32分 42秒(標準偏差 1時間 5分 52秒)だった(表

19)。超過勤務は、当番終了の翌 8時 40分以降から退庁

までの時間により算出した。

超過勤務時間を時間ごとに分類した結果は、表 20のと

おりであった。

表 19 平均超過勤務時間

N 従事者数 提唱匹率(¥) MIN MAX MEAN SO 
上位群 42 40 95.2 0:00:00 4:40:00 1 :57:51 1:12:13 

3500件群 42 42 100.0 0:10:00 4:35:00 1:39:24 1:02:30 

3000件群 42 42 100.0 0:20:00 4:20:00 1:46:18 1:02:15 

2300件群 42 42 100.0 0:05:00 3:20:00 1:04:31 0:53:52 

下位群 39 36 92.3 0:00:00 4:20:00 1:14:06 1:04:37 

全体 207 202 97.6 0:00:00 4:40:00 1 :32:42 1 :05:52 

表 20 階層別・時間別にみた平均超過勤務時間

1時間以よ Z時構以よ 3時構以よ

なし 1時間朱瀦 2時間来通 3時間朱溝 4時間朱溝 4時間以上 合計

上位群 躍敵 2 6 15 8 9 2 42 

分鰭の当 4.8 14.3 35.7 19.0 21.4 4.8 100.0 

飽和の1.0 2.9 7.2 3曽 4.3 1.0 2自3

3500件群鹿敏 15 15 6 5 42 

分想的覧 35.7 35.7 14.3 11.9 2.4 10自D

総和的 7.2 7.2 2.9 2.4 0.5 20.3 

3000件群直敏 13 19 2 42 

骨頚の喝 31.0 19.0 45.2 4.8 100.0 

総和的%

2300件群虚数

6.3 3.9 9.2 1.0 20.3 

25 10 4 3 42 

分銅の‘ 59.5 23.8 9.5 7.1 100.0 

飽和の% 12.1 4.8 1.9 1.4 20.3 

下位群 直敏 3 16 17 3 39 

分類的% 7.7 41.0 436 7.7 100.0 

飽和田完 14 7.7 8.2 1.4 18.8 

全体 畳敷 5 75 65 37 17 8 207 
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分婚の覧

総和的建

2.4 36.2 31.4 17曽 8.2 3.9 100.0 

2.4 36.2 31.4 17.9 8.2 3.9 100.0 

全体的には2時間未満が 70%を占めており、 r1時間

未満jが最も多く、 r1時間以上 2時間未満jが後に続いた。

ド桂群は2時間以上の超過勤務はほとんどなく、 2時間

未満が 90%以上を占めていた。

r 3時間以上4時間未満」 は上位群が最も多く、 3500件

群が後に続いた。年間出場件数が多いと超過勤務時間も

増える傾向にあるといえる。 r4時間以上」は全体的に少

ないものの、 2300件群以外のし、ずれの隊にもみられた。

なお、本調査では救急瞭員以外の当番勤務者との比較

を行っていないため、救急時員のみ超過勤務が多いとは

結論づけることはできない。しかし、出場件数が多いと

24時間 10分の当番勤務時間だけでは業務が収まり切れ



ず、残業が日常化していることはうかがえる。

(7) 出場に係る時間

出場及び出場関連事務等について、 1出場あたりに要

する平均時間を算出した。出場関連事務等は分担して作

業されていたが、所要した時間を合算し、出場件数で除

した数値を 1出場に要する時聞とした。

ア 1件あたりの出場時間

1件あたりの平均出場時間は、表 21のとおりである。

全体における平均時間は、 1時間 11分 43秒(標準偏差

14分 51秒)て。あった。管内における平成 14年中の出場

から帰署(所)までの平均時間は 1時間 11分 42秒 9)、

平成 15年中は 1時間 15分 48秒 1)であり 、特に平成 14

年中の平均出場時間とは、ほぽ同ーの数値をとる結果と

なった。

表 21 平均出場時間

N MIN MAX MEAN SD 

よ位群 42 0:52:00 1:19:45 1:04:25 0:07:22 

3500件群 42 0:44:12 1:25:42 1:08:53 0:10:45 

3∞0件務 42 0:52:24 1:22:10 1:08:03 0:07:38 

2300件群 42 0:53:00 1:36: 15 1:13:03 0:10:48 

下位群 39 0:55:45 2:22:20 1:25:06 0:23:33 

全体 207 0:44:12 2:22:20 1:11:43 0:14:51 

イ l出場あたりの救急活動記録票記入時間

1出場あたりの救急活動記録票の記入に要する時間は、

表 22のとおりである。全体における平均時間は、 22分

34秒(標準偏差 13分 11秒)であった。

表 22 救急活動記録票の記入に要する時間

N MIN MAX MEAN SD 

上位群 17 0:00:54 0:41:49 0:21 :17 0:11 :09 

35∞件群 19 0:06:00 0:55:00 0:24:56 0:12:55 

3∞0件務 19 0:00:54 0:30:00 0:15:00 0:07:27 

2300件務 14 0:15:00 0:51:40 0:24:35 0:09:35 

下位務 18 0:06:00 1:16:39 0:27:44 0:18:46 

全体 87 0:00:54 1:16:39 0:22:34 0:13:11 

ウ 1出場あたりの他出場関係事務時間

1出場あたりのその他の出場に関係する事務に要する

時間は、表 23のとおりである。全体における平均時間は、

17分 32秒(標準偏差 11分 32秒)であった。

表 23 その他の出場に関係する事務に要する時間

N MIN MAX MEAN SD 

上位欝 36 0:00:54 0:30:39 0:13:06 0:09:12 

3500件癖 34 0:00:46 0:36:15 0:16:58 0:10:34 

3∞0件群 31 0:05:00 0:50∞ 0:18:17 0:10:39 

2300件幹 30 0:02:30 0:40∞ 0:16:54 0:09:10 

下位群 25 0:05:00 1:16:39 0:24:34 0:16:00 

全体 156 0:00:46 1:16:39 0:17:32 0:11:32 

エ 1出場あたりの資器材補充時間

1出場あたりの資器材補充に要する時聞は、表 24のと

おりである。全体における平均時間は、 2分 27秒(標準

偏差 1分 29秒)であった。

表 24 資器材補充に要する時間

N MIN MAX MEAN SD 

上位群 18 0:00:54 0:05:27 0:02:08 0:01:13 

3500件群 20 0:00:46 0:06:00 0:02:58 0:01:14 

3000件群 7 0:00:54 0:02:30 0:01:14 0:00、34

23∞件欝 6 0:01:06 0:08:20 0:03:17 0:02:38 

下位群 0:01:40 0:01:40 0:01:40 

全体 52 0:00:46 0:08:20 0:02:27 0:01:29 

(8) 出場とその他の時間との関連性

出場に要する時間と、関連事務や署所内事務、生活必

需時間等との関連性について検討するために、出場総時

間及び出場件数とその他の平均時間との聞で相関係数を

算出した(表 25)。
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その結果、有意水準 1%で出場総時間及び出場件数と、

救急活動記録票記入時間、他出場関係事務時間、資器材

補充時間との聞には正の相闘が、係関係事務、示達・教

養、通信・受付、署内の清掃、仮眠、雑談・休息、その他

の時間との聞には負の相関が、有意水準 5%で食事当番

との聞に負の相聞が、同じく有意水準 5%で出場件数と

食事時間との聞に負の相聞がみられた。出場件数が多く

出場時聞が長し、小隊ほど、出場関係の事務処理時間も長

くなり、その他の事務まで手が回らなくなるほか、救急

以外の当番者と行う署所内事務への参加が難しくなって

いることが明らかになった。また、仮眠や雑談・休息との

聞には、かなりの正の相聞がみられ、重なる出場によっ

て、くつろぐ時間や仮眠の時間が特に犠牲になっている

実態が示される結果となった。

表 25 出場件数及び出場総時間×

各項目の平均時間との聞の相関係数

出滑件数 出場総時間
超過勤務 0.146 * 0.116 

救急活動毘録累犯}. 0.206事$ 0.189・・
他出禍関係事務 0.287 *掌 0.304帥

資器材補充 0.239癒率 0.233 ** 

係関係事務 -0.400柿 -0.5∞H 

車両・資器材聾備 0.057 0.012 

大交錯・日夕点検 0.124 0.018 

ホ違・教養 -0.266紳 -0.250紳

通信・受付 -0.609紳 -0.633輔

体力錬成 0.014 0.002 

訓練 0.012 0.013 

署内の清婦 -0.274柿 -0.213紳

食事当香 -0.171 * -0.173 * 

食事時間 -0.138 * -0.104 

入浴・洗面 -0.098 -0.101 

仮眠 -0.623 ** -0.655 ** 

錐駁・休息 -0.482紳 -0.537 *寧

その他 -0.447柿 -0.444事事

制限0，01，*P<0.05. N=207 (通信・受付及び食事当番のみN=152

(9) 1当番中に対応可能な出場件数

出場件数や出場時間の長さによって、仮眠及び雑談・

休息の取得可能時聞が左右されることが明らかになった。

そこで、 1の出場に要する時間(以下、出場所要時間と

略す)や当番時に取得すべき必要最低限の時間(以下、



当番時必要時間と略す)を算出し、仮眠及び雑談・休息、(以

下、仮眠等と略す)の確保時間の差によって、可能とな

る出場件数について検討した。

ア 出場所要時間

1出場あたりの出場関連事務に要する平均時間は、前

7の救急活動記録粟記入時間 (22分 34秒)、他出場関係

事務時間(17分 32秒)及び資器材補充時間(2分 27秒)

を合算し、 42分 33秒で、あった。しかし、救急活動記錦

票記入は原則として救急救命士が作成することになって

いるため 10)、他出場関係事務と資器材補充にかかる時間

を救急活動記録紫記入者以外で分担するのが効率的だと

考えられる。他出場関係事務時間と資器材補充時間の平

均時間の合計が 19分 59秒で救急活動記録票記入時間よ

り少ないため、出場関連事務を効率的に処理する隊の 1

出場あたりの出場関連事務処理時間として、 22分 34秒

を採用することとした。

したがって、出場所要時間は、 1件あたりの平均出場

時間である 1時間 11分 43秒をこれに加えた 1時間 34

分 17秒、おおむね 1時間 40分となった。

イ 当番時必要時間

出場に要する時間と、関連事務や署所内事務、生活必

需時間との相関関係を検討した結果、出場総時間及び出

場件数との聞に相関がみられなかった項目は、車両信資

器材整備、大交替・日夕点検、体力錬成、訓練、食事時

間、入浴・洗面であった。この 6項目は、従事率 10%前

後といった出場件数に区別なく消費しがたい時間、若し

くは、従事率 60%以上といった全体的に平均して消費さ

れている時間であった。これらのうち、従事率が 60%を

超えていた大交替・日夕点検 (48分 9秒)、食事時間(1

時間 14分 6秒)及び入浴・洗面(16分 8秒)の 3項目

を、当番中の必要最低限事項ととらえ、合算した 2時間

18分 23秒を絶対必要時間とした。

署所内事務処理も考慮、した場合、示達・教養 (25分4

秒)、署内の清掃(18分 9秒)を加えて 3時間 1分 36秒

が必要となり、さらに出場以外の係関係事務もこなす場

合は、係関係事務 (2時間 41分 29秒)と車両・資器材

整備 (38分 33秒)が加わり 6時間 21分 38秒の時間が

必要となる。

それぞれ絶対必要時間A、B、Cとし、仮眠等に要す

る時間の差ごとに可能な出場件数を検討した。

ウ 絶対必要時間・仮眠等別出場可能件数

24時間 10分から絶対必要時間を除いた時間が、出場

と仮眠等に使用可能な時間となる。絶対必要時間Aは 21

時間 51分 37秒でおおむね 21時間 52分、絶対必要時間

Bは 21時間 8分 24秒でおおむね 21時間 9分、絶対必要

時間Cは 17時間 48分 22秒でおおむね 17時間 49分とな

り、それぞれ仮眠等に要する時間を減じ、出場所要時間

で除すことにより出場可能件数を算出した(表 26)。仮

眠時間は、仮眠のための休憩時間として規定されている

6時間 40分並びに休憩時間として 45分ずつ 2聞に分け

て指定される 90分を加えた 8時間 10分、参考として旅

客貨物運送事業の非乗務員で一昼夜交替勤務に就く労働

者における睡眠時間の 4時間 11)及び仮眠なしの 4パタ

ーンを想定した。

このことから、 1当番あたり 10件以上をこなすために

は、仮眠等は4時間が限度であることが明らかとなった。

また、出場以外の係関係事務や車両・資器材整備も考慮、

した場合は、 4時間すら取得できないことが示唆された。

表部絶対必要時間及び仮眠時間見IJ出場可能件数

絶対必要時間
出場&ぴ仮眠 仮眠等 出場可能 出場可能
等可能時間 所要時間 件数/臼 件数/年

A 2時間18分23秒、 21時間52分仮眠なし 13件 4745件

{食事聞大交替 z日夕点検・入 4時間 10件 3650件
浴膏洗面)

6時間40分 9件 3285件

8時間10分 8件 2920件

B 13時間1分36秒 21時間9分 仮眠なし 12件 4380件

(A+示連盟教養E署内の清掃) 4時間 10件 3650件

6時間40分 8件 2920件

8時間10分 7件 2555件

C 6時間21分38秒 17時間49針 仮眠なし 10件 3650件

(B+係関係事務圃車両圃資器 4時間 8件 2920件
材整備)

6時間40分 6件 2190件

8時間10分 5件 1825件

※出場可能件数/臼は、少数点以下切捨て
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(10) 階層別による各時間の取得状況

(8)で述べた結果のとおり、出場に要する時聞と、関連

事務や署所内事務、生活必需時間等との聞には、項目に

よっては関連性があることが認められた。

さらに、階層別に各時間の取得状況の差異を検討する

ために、各階層間て。平均値の2去の検定を行った。

検定の結果、超過勤務、係関係事務、大交替・日夕点

検、通信・受付、体力錬成、訓練、署内の清掃、食事時

間、仮眠、雑談・休息、その他の 11項目においては有意

水準 1%で、食事当番では有意水準 5%でそれぞれ差が

みられた(表 27)。

多重比較 (TukeyHSD法)の結果、超過勤務について

は、上位群が下位群・ 2300件群よりも、 3000件群が 2300

件群よりも有意水準 1%で多かった。係関係事務は下位

群が、上位群・ 3500件群・ 2300件群よりも有意水準 1%

で、多かった。大交替・日夕点検においては、上位群と 3500

件群が、他の 3群よりも有意水準 1%で多かった。通信・

受付では、下位群が他の 4群よりも有意水準 1%で多か

った。体力錬成は、 2300件群が上位群及び下位群よりも

有意水準 1%でら多かった。訓練は、 3000件群が上位群・

3500件群・下位群よりも有意水準 1%でS多かった。署内

の清掃については、上位群はその他の群よりも有意水準

1%で少なかった。仮眠については、上位群・ 3500件群

が他の 3群よりも有意水準 1%で少なかった。雑談・休息

においては、 2300件群・下位群が、他の 3群よりも有意

水準 1%で多かった。その他においては、上位・ 3500件



若手が 2300件群・下位群より も有意水準 1%で少なかった。

以上のことから、年間出場件数が 2000件前後以下の隊

は、年間出場件数が上位を占める隊に比べて非番に超過

して勤務する時聞が少なかった。

大交替・日夕点検に要する時間は、年間出場件数が 3500

件を超える隊は長い傾向が見受けられ、出場件数に比例

して次当番への申し送りや資器材点検に要する時聞が増

えることが推察される。

通信・受付は、下位群のように年間出場件数が 1500

件程度の隊でないと 、実施が困難な状況が うかがえた。

署内の清掃は、年間出場件数で上位を占める隊における

従事率も 26.2%と低く、 朝方も出場が多く朝食前に実施

されている署内の清掃にほとんど参加できないことが考

えられる。

仮眠時間は 3500件を超える隊と超えない隊の聞に、雑

談・休息は年間出場件数が 3000件を超える隊と超えない

隊の聞に、取得でき る時間に差が表れた。

総じて、年間出場件数が 3500件を超える隊は、出場や

それ以外の係関係、事務業務以外の業務に携わる余裕のな

さがうかがえた。また、休憩や仮眠についても、 3000件

台を超える隊の厳しい状況がうかがえた。

(11) 仮眠の分断状況

仮眠は連続して取得できる とは限らず出場要請や、通

信・受付勤務によ って分断されることが見受けられる。

出場要請や階層別の入眠時刻、連続した最長仮眠時間等、

仮眠の取得状況は次のとおりで、あった。

入眠時刻の平均は、全体では翌 1時 13分 5秒であった

(標準偏差 1時間 20分5秒)。上位群及び 3500件群はそ

れぞれ翌 2時 00分頃、 3000件群は翌 1時 00分頃、2300

件群及び下位群は翌O時 30分頃であった(表 28)。

表 28 階層別にみた仮眠関係平均時間

(N) MIN MAX MEAN SD 
上位群 入眠時刻 22:20:00 5:30∞ 1 :57:22 1 :28:09 
(42) 仮眠総時間 1 :00:00 4:50:00 3:09:02 1 :03:32 

.長連続仮眠時間 1 :00:00 4:30:00 2:36:54 1: 1 7:43 

3500件群入眠時刻 21 :30:00 5:00∞ 1 :59:45 1 :27:41 
(42) 仮眠~時間 1:10:00 5:10:∞ 3:12:37 0:58:46 

.長連続仮眠時間 0:40:00 4:50:00 2:37:37 1:14:55 
3000件群入眠時刻 23:30:00 3:00:00 0:59:45 1 :03:29 
(42) 仮眠総時間 2:50:00 6:∞ 00 4:25: 14 0:59:50 

.長連続仮眠時間 1:10:00 6:00∞ 3:47:51 1:34:08 
2300件群入眠時刻 23:20:00 2:20:00 0:33:34 0・51:21
(42) 仮眠総時間 2:30:00 6:30:00 4:55:28 1 :06:59 

最長連続仮眠時間 1:10:00 6:30∞ 4:19:31 1:33:20 
雫亙E草 入眠時刻 23:00:00 3:00:00 0:32:03 0:51 :39 
(39) 仮眠総時間 1 :00:00 6:30:00 5:09:44 1 :24:25 

.長連続仮眠時間 1∞ 00 6:30∞ 4:46:55 1 :34:32 
全体 入眠時刻 21 :30:00 5:30∞ 1:13:05 1:20:05 

仮銀総時間 1 :00:00 6:30:00 4:09:33 1 :23:34 
.長連続仮眠時間 0:40:00 6:30:00 3:36:45 1 :41: 11 

表 27 階層別にみた各平均時間

上註事 506再募瓦∞D存房副砕群 位群 検定

N=42 N=42 N=42 N=42 N=39 CIf= 4，202 多重比較(TukeyHSD法)の結果

(※lまN=32) (※はN=33) (※はN=32) (※lまN=28) (※lまN=27)(※はdf=4.147)

超過勤務 MEAN 1:57:51 1:39:24 1:46:18 1:04:31 1:14:06 F= 5.176 上位群>2300件群‘上位群>下位群

so 1:12:13 1:02:30 1:02:15 0:53:52 1 :04:37 P< 0.01 3000件欝>23∞件群

係関係事務 MEAN 2:30:14 2:05:14 2:46:25 2:19:45 3:50:46 F= 4.514 下位群>上位群‘下位群>3500件群

so 2:16:08 1:45:27 1:43:33 1:54:18 2:26: 15 P< 0.01 下位群>2300件群

車両・資器材霊備 MEAN 0:39:17 0:49:31 0:35∞ 0:42:51 0・25:07 1'= t.t 51 

so 0:48:12 1:08:25 0:42: 16 1:04:35 0:38:47 

天蚕嘗・日夕点検 MEAN 0:57:08 0:58:05 0:44:02 0:37:51 0:43:20 Fー 14.118 上位群>3000件君ゑ上位群>2300件群

so 0:14:51 0:13:28 0:18:13 0:15:32 0: 15:06 P< 0.01 上位群>下位群、3500件群>3000件群

35∞件勝>23∞件<<.35∞件群>下位鮮

ホ逮・教養 MEAN 0:14:17 0:25:42 0:29:17 0:27:08 0:29: 13 F= 1.885 

so 0:22:51 0:28:02 0:33:53 0:25:41 0:34:58 

通信・受付添 MEAN 0:14:17 0:26:25 0:33:05 0:39:02 1:13:35 F= 16.553 下位群>上位務、下位欝>35∞件欝

so 0:26:25 0:38:56 0:44:02 0:44:58 1:09:38 Pく0.01 下位群>3000件堺、下位携>23∞件務

2300件鉾>上位群

体力練成 MEAN 0:00:00 0:05:00 0:03:20 0:10:57 0:00:46 F= 4.846 2300件群>上位群‘2300件総〉下位群

so 。∞∞ 0:10:25 0:10:44 0:23:39 0:04:48 P< 0.01 

副議 MEAN 。∞00 。∞∞ 0:16:40 0:09:02 0:00:00 F= 9.11 3000件群〉上位群.3000件鉾>3500件鉾

so 0:∞ 00 。∞00 0:30:05 0:19:21 0:00:00 P< 0.01 3000件鮮>下位群

署肉の滑柵 MEAN 0:03:34 0:24:45 0:19:17 0:22:37 0:20:46 F= 5.435 3500件群>上位群‘3∞o件第>上位群

so 0:06:33 0:36:30 0:23:49 0:16:41 0:22:45 P< 0.01 2300件群>上位群、下位群〉上位群

食事当吾理 MEAN 0:02:51 0:13:48 0:06:11 0:07:22 0:23:50 F= 2.959 下位群>上位群

SO 0:14:11 0:35:20 0:22:37 0:26:08 0:53:26 P< 0.05 

食車時間 MEAN 1:07:08 1:19:17 1:14:17 1:05∞ 1 :25:38 F= 8.015 3500件群>上位<<.3500件撰>2300件群

SO 0:15:01 0:19:18 0:20:51 0:15:20 。:24:21 P< 0.01 下位群>よ位群.下位群>2300件群

入浴・洗面 MEAN 0:16:25 0:12:08 0:16:25 0:20:42 0:14:52 F= 1.518 

SO 0:14:16 0:12:00 0:20:41 0:15:40 0:17:45 

蚕自民 MEAN 3:09:02 3:12:37 4:25:14 4:55:28 5:09:44 F= 29.451 3000件群〉上位群、3∞0件欝>35∞件群

so 1:03:32 0:58:46 0:59:50 1:06:59 1 :24:25 P< 0.01 2300件鮮>上位欝、 2300件群>3500件群

下位群>上位<<.下位群>3500件群

下位群>3∞0件群

鍬験・休息 MEAN 1:04:45 0:33:34 1:05:57 2:20:14 1 :43:50 F= 27.208 上位群>3500件務、 3000件鮮>3500件群

so 0:39:35 0:28:31 1:02:53 1:03:50 0:50:45 P< 0.01 2300件鮮>上位群、 2300件群>3500件群

23∞件務>30∞件務.2300件解>下位

下位欝>上位群.下位群>35∞件群

下位群>30∞件群

その他 MEAN 0:14:17 0:08:48 0:42:08 1:05:57 1:33:50 F= 13.525 2300件群>上位鮮‘2300件群>3ぬO件解

so 0:32:01 0:25:35 1:11:45 1:06:28 1:30:13 Pく0.01 下位標>上位<<.下位群>3500件群

下位野>3000件務
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時間ごとに占める割合は、全体では翌O時台が 207名

中67名で最も多く、翌 1時台 (45名)、翌2時台 (41名)

と続いた。上位群は 42名中 14名の翌2時台、 3500件群

は 42名中 13名の翌 3時台が最も多く、両群とも翌 2時

以降の入眠が半数以上を占める結果となった。さらに、

両群とも翌4時台及び翌 5時台の入眠もあり、休む間も

なく深夜まで出場に追われる状況が明らかとなった(表

29)。

表 29 階層別・時間別にみた入眠時刻

0時前 0時台 1時台 2時台 3時台 4時台 5時台合計

上位群 度数 4 11 14 42 

分類の世 7.1 9.5 26.2 33.3 14.3 7.1 2.4 1∞o 
総和の1.4 1.9 5.3 6.8 2.9 1.4 0.5 20.3 

3500件群 度 数 2 7 9 13 2 42 

分顛の世 4.8 16.7 19.0 21.4 31.0 4.8 2.4 100.0 全体

総和の1.0 3.4 3.9 4.3 6.3 1.0 0.5 20.3 

3000件群 度 数 8 12 13 42 

分類のヨ 19.0 28.6 31.0 19.0 2.4 100.0 

総和の¥ 3.9 5.8 6.3 3.9 0.5 20.3 

2300件群 度 数 9 M Q 

分類の 21.4 57.1 4.8 16.7 100.0 

総和の% 4.3 11 .6 1.0 3.4 20.3 

下位群 度敷 4 20 11 39 

分顛の世 10.3 51.3 28.2 7.7 2.6 100.0 

総和の% 1.9 9.7 5.3 1.4 0.5 18.8 

全体 度数 26 67 45 41 21 5 2 207 

分類の世 12.6 32.4 21.7 19.8 10.1 2.4 1.0100.0 

総和の% 12.6 32.4 21.7 19.8 10.1 2.4 1.0 100.0 

1当番の中で分断されることなく、連続して仮眠する

ことができた最長時間の平均は、全体では 3時間 36分

45秒(標準偏差 1時間 41分 11秒)であった。上位群及

び3500件群の平均時聞はそれぞれ2時間 36分 54秒と 2

時間 37分 37秒となっており、 2時間 30分強であり、入

眠が遅い上に出場で睡眠が途中で中断されがちであるこ

とがうかがえた。

時間ごとに占める割合は、全体では 3時間台、 1時間

台、 4時間台と続き、それぞれ 20%前後を占めていた。

上位群及び 3500件群は 5時間以上の連続した仮眠がと

れた日はなかった。上位群は 1時間台が 35.7%で最も多

く、 3500件群は 3時間台が 33.3%で最も多かった。した

がって、上位群の場合、連続した仮眠が 1時間程度しか

取れない状況が 3当番に 1回の割合で存在することが明

らかになった。 3500件群の場合、一番多かったのが 3時

間台であったが、 1時間未満も 14.3%を占め、 3500件を

超える隊の厳しい仮眠状況がうかがえた(表 30)。

表 30 階層別・時間別にみた最長連続仮眠時間

1時間 2時間 3時間 4時間 5時間

1時間 以上 以上 以上 以上 以上 6時間 ~'" 
来調 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 以上 ロ田川

来調 来調 来調 来到 来週

上位群 度数 15 11 42 

100.0 

20.3 

分類の%

総和の 弘

35∞ 件 群 度 数 14 

分類の明 14.3 16.7 21.4 33.3 14.3 

総和の 2.9 3.4 4.3 6.8 2.9 

3航泊件群度数 12 9 

分類の%

総和の%

23∞ 件 群 度 数

分顛の%

総和の百

下位群 度数

35.7 19.0 19.0 26.2 

3.9 7.2 3.9 5.3 

6 42 

1∞0 

20.3 

28.6 

5.8 

14 

21.4 14.3 33.3 

4.3 2.9 6.8 

42 

2.4 100.0 

0.5 20.3 

42 12 

2.4 16.7 28.6 19.0 19.0 100.0 

0.5 3.4 5.8 3.9 3.9 20.3 

13 39 

分類の%

総和の%

度敵

分顛の明

総和の百

5.1 23.1 10.3 23.1 33.3 100.0 '
E
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t
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ヨ
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4.3 6.3 18.8 

22 31 207 

9.7 22.7 

9.7 22.7 

18.8 15.0 10.6 100.0 

18.8 15.0 10.6 ∞o 

仮眠総時聞を時間ごとに分類した結果は、表 31のとお

りであった。全体的には、 3時間台が最も多く、 4時間

台及び5時間台が後に続いた。上位群及び 3500件群は 3

時間台が最も多く、上位群は5時間以上、 3500件群は 6

時間以上の仮眠が取れる日はなく、連続はもちろん、合

計しでも 5時間以上の仮眠を取れていないことが明らか

となった。

表 31 階層別・時間別にみた仮眠総時間

5
 

間
上
聞
満
-
ー

捕
以
哨
来
一園

内

。

閣
上
聞
酒
一

調
以
捕
来
一

間
調

掛
来

4時間 5時間

以上 以上 6時間
合計

5時間 6時間 以上

来満 来週

上位群 度数

分類の句 19.0 19.0 35.7 26.2 

総和の% 3.9 3.9 7.2 5.3 

3500件群度数

分顛の別

総和の%

3∞0件群度数

分顛の%

総和の%

23∞ 件 群 度 数

分顛の%

総和の%

下位群 度数

分頬の常

総和の%

全体 度数

11 42 

100.0 

20.3 

42 11 19 

9.5 26.2 45.2 14.3 4.8 

1.0 

100.0 

20.3 1.9 9.2 2.9 

8 42 

5.3 

16 14 

7.1 33.3 19.0 38.1 

3.9 

2.4 ∞0 

0.5 20.3 7.7 1.4 

2 

6.8 

5 42 。 11

35.7 21.4 26.2 100.0 

4.3 

4.8 11.9 

1.0 2.4 

6 

7.2 

2 

5.3 20.3 

15 14 39 

5.1 15.4 5.1 38.5 35.9 ∞0 

6.8 18.8 1.0 2.9 1.0 2
一
位14 42 26 207 24 59 

分頬の句 6.8 11.6 28.5 20.3 20.3 12.6 ∞o 
総和の% 6.8 11.6 28.5 20.3 20.3 12.6 ∞o 

仮眠が何らかの理由で分断されていた当番数は、全体

で 207等番中 103当番であり、 49.8%を占めていた。上

位群は 59.5%、3500件群は 54.8%、3000件群は52.4%、

2300件群は 54.8%を占めており、 2300件を超える隊は

2当番に 1回の割合で、仮眠が分断されることがわかっ

た。下位群は 25.6%だが、分断された 10回のうち 8回

は通信・受付勤務によるものであり、出場による分断は

5.1%を占めていることになる。したがって、 1500件前

後の隊の場合、主に通信・受付勤務による分断であるこ

とが明らかになった。なお、深夜帯の通信・受付勤務は、

下位群にみられた 8回のみで、仮眠の分断は主に出場に
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よるものであった(表 32)。

救急隊員を始めとする 3部勤務の職員は、当番目の 20

時 00分から翌6時 40分の聞に、仮眠のための休憩時間

として 6時間 40分を指定するよう規定されている叱し

かし、実際は規定されたとおりに仮眠を取得することは

難しく、特に年間出場件数が 3000件を超える隊は、その

傾向が顕著であった。

表 32 階層別にみた仮眠分断数

|1当番あたりの分断回数
|分断され分断古 深夜帯

~合計.た人億四憶 MEAN SD 受付

上位群 N 17 17 42 25 33 0.79 0.75 

崎 40.5 40.5 19.0 100 59.5 

3500件訴 N 19 15 42 23 40 0.95 0.96 

崎 45.2 16.7 35.7 2.4 100 54.8 

3∞0件解 N 20 16 42 22 28 0.67 0.72 

判 47.6 38.1 14.3 100 52.4 

23∞件欝 N 19 19 42 23 27 0.64 0.66 

% 45.2 45.2 9.5 100.0 54.8 

下位損 N 29 10 39 10 10 0.26 0.44 

。。 74.4 25.6 :∞o 25.6 

全体 N 104 69 33 207 103 138 0.67 0.76 

判 50.2 33.3 15.9 0.5 100 49.8 

4 考察

(1) 年間出場件数による階層別の平均的な勤務実態

出場時間をはじめ、出場に伴う 事務処理時間、大交替

や示達教養等の通常業務l乙係る時間、及び食事や仮眠等

の身体的・生理的時間にいたるまでの、救急隊員が通常

当番中に係り得る時間の取り方には、年間出場件数の違

いによって差が表れることが明らかになった。階層別に

みた隊員の平均的な当番中の動きをまとめると、次のよ

うな結果となった。

全体

上位群

3500件群

3000件群

2300件群

下位群

年間出場件数が 3500件を超える隊は、当番の半分近く

を出場に費やしているのに対し、 2300件以下の隊は 3割

以下にとどまっていた。出場に係る事務に要する総時間

も、出場総時間に比例して増減しており、出場総時間と

出場に係る総時間との合計は、上位群は下位群のおよそ

2倍もの時間を要していた。

出場件数及び出場総時間と各項目の平均時間とを比較

したところ、ほとんどの項目との聞に正もしくは負の相

関関係がみられた。出場件数が多く出場時間が長し、小隊

ほど、出場関係の事務処理時間も長くなり、その他の事

務まで手が回らなくなるほか、救急以外の当番者と行う

署所内事務への参加が難しくなっていた。

各階層の平均時間の差においてもその傾向は表れてお

り、次のような特徴がみられた。

第一に、署所内事務との関連性には 2通りみられ、救

急業務に関連する時間は年間出場件数に伴い増加するの

に対し、直接関連のない業務については削られるか従事

できない傾向があった。そして、他の当番者との分担業

務であるか否かで階層に差がみられた。

大交替や日夕点検に要する時間は、上位群・ 3500件群

>3000件群~下位群となっており、出場件数が多いと次

当番への申し送りや資器材点検も増えることが推測され

た。

逆に通信・受付勤務は、下位群>上位群~2300 件群、

2300件群>上位群となっており、年間出場件数が少ない

小隊は、多し、小隊よりも勤務に要する時聞が少なくなっ

ていた。出場件数及び出場総時間との間にもかなり強い

負の相聞がみられ、通信・受付勤務は救急業務に直接関

連のない業務であるため、出場の多し、小隊は免除される

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18・00 20:00 22:00 24:00 26:00 

①出場総時間 圃②出繍関係事務 ロ③係関係事務 巴④署所内事務 団⑤食事時間

図⑦仮眠 ロ⑧雑談・休息 口⑨その他

図2 階層別にみた当番中の各業務関連行動の平均所要時間
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傾向にあった。署内の清掃においても同様の傾向がみら

れ、 3500件群~下位群>上位群となっていた。救急、業務

に直接関連のない業務であることに加え、年間出場件数

が上{立を占めるような小隊は、署内の清掃が主に行われ

ている早朝の時間帯も多く出場している状況がうかがえ

た。これらは、当番者で分担して実施するものであり、

出場件数によって実施が左右されるものだといえる。

一方、体力錬成や訓練は全体的に従事者が少なく、年

間出場件数の高低に係らず実施されにくかった。これら

については、資質の向上や活動に必要必知識・技術の向

上のために毎当番の実施が規定されているが 10)12)、度重

なる出場の合間にまとまった時間を確保するのは難しく、

実施に歪らないことが考えられる。

第二に、生活必需時間との関連性は、国民平均との格

差がみられた。

食事時間は各群とも、一回あたりの食事平均時間は 25

分前後、最{丘でも 13分であり、出場件数の増減による特

徴はみられなかった。全体の平均食事時間は 1時間 14

分で、国民全体の平均食事時間の I時間 33分を若干下回

っていた。しかし、階層別では平均食事時間が 1時間強

の小隊もあり、出場件数や管轄する地域性によっては国

民平均を下回る結果となった。食事の取得状況において

は厳しい実態が見受けられ、全体の 3害IJ強が出場要請に

より食事が中断されたり、食事時間が遅れたりしていた。

上位群にあっては半数を占めており、毎当番 1、2回の

割合で食事時間に出場が重なってしまう状況にあった。

入浴・洗面に要する平均時間も、出場件数の増減によ

る特徴はみられなかった。全体の平均時間は約 16分で、

国民全体における身の回りの用事に占める平均時間であ

る1時間 5分に比べて 4分の lと非常に少なかった。た

だし、後者は着替えや化粧も含む平均時間であり、入浴

や洗面のみであれば、国民平均も若干下がると思われる o

しかし、国民全体では 98.1%の従事率でほぼ全国民が

実施する生活行動であるのに対し、本調査では、全体で

65.2%の従事率であった。救急現場で扱う事案の中には、

糞尿や出血、 B匝吐等による汚染や感染症の恐れのある傷

病者も存在し、こうした生理的な嫌悪感を伴う状況は、

救急隊員が業務中に精神的負担を感じる要因にも挙げら

れているぺ

仮眠を含む休憩時間の状況については、雑談や休息に

要した休憩時間と出場件数及び出場総時間との間には、

かなり強し、負の相闘がみられ、出場件数の増識による影

響がみられた。階層別にはおおよそ 2300件群・下位群>

上位群~3000 件群となっており、年間出場件数が 3000

件を超える小隊は、休息する余裕なく出場していること

がうかがえた。逆に年間出場件数が 2300件を割る小隊は、

出場の合間に休息を取る余裕がみられた。

仮眠についても同じような結果が表れ、出場件数及び

出場総時間との間には、かなり強い負の相関が、階層別

には 3000件群~下位群>上{立群・ 3500件群のような差
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がみられたc

雑談・休息に要する時間及び仮眠に要する時間i土、年間

出場件数が 3000件の小隊を境にそれぞれの取得状況が

変わる傾向がみられた。すなわち、年間出場件数が 3000

件の小|琢は、出場の合聞に短時間で取るような休憩は取

りにくい若しくは取らない傾向にあるが、その分仮眠の

ようなまとまった時間で休d息できる時間を多く取る傾向

がみられる。つまり、年間出場件数 3000件までが、仮眠

をより長く取ることができるように調整が可能だという

ことができる。

総じて、全体的に各項目は、出場件数や時間の増減に

左右されていた。救急、業務に直接関係のない業務や差し

迫って行う必要性の低い業務は削るか後に田し、出場件

数が増えれば、仮眠を含む休憩時間を害IJし、て対~する。

当番時間中は、その他の時間をやり繰りしながら続く出

場をひたすら処理していくが、当番中に処理しきれなか

った業務は非番の超過勤務として繰り越されることにな

る。

身体的・生理的時間である生活必需時間は、国民平均

をいずれも下回っていた。食事や入浴・洗面iこっし、ては、

出場件数の増減による差はあまりみられず全体的に少な

い傾向にあったが、仮眠、雑談や休息に要する時間には

大きな差がみられた。出場件数や出場に要する時間はこ

れらの時間に影響を与えており、連続した出場によって

仮眠やくつろぎの時間が特に少なくなっている実態が明

らかとなった。

(2) 仮眠の実態

仮眠の状態について更に分析したところ、ただ時間が

少ないだけではなく、以下の特徴がみられた。

第一に、入眠時刻が遅い傾向にあった。全体の平均入

眠時刻jは翌 1時 13分で、上f立群及び 3500件群にあって

は翌2時頃であった。

第二に、入眠しでも長く眠れず中断される領向にあっ

た。全体ではほぼ半数が、主に出場要請で中断され、上

イ立群~2300 件群は 2 当番に 1 回以上の割合で中断して

いた。深夜帯の通信・受付勤務に従事していたのは下位

群のみであり、年間出場件数が 2300件を超える小隊は、

純粋に出場要請のみで仮眠が頻繁に分断されていた。

1当番で分断されず連続した最長時間の平均は全体で

3時間 30分強であり、上位群及び 3500件群にあっては

2時間 30分強であった。上位群は連続して 2時間を超え

ない日が 35.7%を占めていた。

したがって、救急隊員の当番における仮眠時間の短さ

には、深夜帯まで出場が続き仮眠に入ることが遅くなる

に加えて、入眠したとしても出場要請が入り仮騒が妨げ

られてしまうことが背景にある。入眠時刻がもともと遅

いため、 1、2回の分断でもかなりの仮眠時間が割かれ

ることになり、長くても 3時間前後である。

(3) 仮眠を含む休憩時間の確保を可能にする出場件数

救急業務に直接関連がない、若しくは急を要しないよ



うな署所内事務は、出場件数に係らず削られていたが、

仮眠を含む休憩時間は、出場件数が増すにつれて縮小さ

れていく傾向が見受けられた。差し当つての必要性の有

無から可能と見なされる時聞がまずは縮小され、増加す

る出場対応との調整を図っているのである。それは、個

体を維持向上させるための必要不可欠性の高い行動とし

て位置づけられる食事、睡眠、入浴といった身体的・生

理的時間を何とか確保しようとする努力といえる。 しか

し、年間の出場件数が 3500件を超えるような小隊におい

て、定められた一定数の仮眠を含む休憩時聞を確保しつ

つ、通常業務を処理していくのは困難である。そこで、

当番勤務時聞を超過することなく、一定の仮眠時間を確

保した場合の限界出場件数を算定した。

本調査においての 1回あたりの出場所要時間は、出場

平均時間である 1時間 11分 43秒に出場関連事務処理時

間として救急活動記録票記入時間の 22分 34秒を加えた

1時間 34分 17秒、おおむね 1時間 40分であった。

大交替・日 夕点検、食事時間、入浴・洗面といった当

番に最低限必要な時間のみの場合、示達・教養及び署内

の清掃といった署所内事務も考慮した場合、及び出場以

外の事務処理時間も考慮、した場合の 3パターンについて、

仮眠を入れた休憩時間の差ごとに可能な出場件数を検討

した。

その結果、 1当番あたり 10件を超える出場をこなすた

めには、仮眠を入れた休憩時間は4時聞が限度であるこ

とが明らかとなった。 しかし、出場以外の係関係事務や

車両・資器材整備も実施するとなると、 4時間の取得も

困難であることがわかった。このことからも、出場件数

が6件、 7件、 8件と増えるにしたがい、可能な限り救

急出場に直接関連のない業務や、差し迫って実施を求め

られる内容でない業務を削ってし、かないと、仮眠時間を

確保することは難し くなってくる。それでも 10件を超え

ると 24時間 10分は必要最小限の業務と仮眠時間でいっ

ぱいになり 、納まりきれなかった出場処理や業務は、超

過勤務として非番に繰り越されるということは容易に推

察される。

この状況下では、出場に係る業務以外の時聞をこれ以

上割くことは不可能といえ、出場件数も当然減じること

はできない。平均出場件数8件の出場の場合、出場関連

事務処理に要する時間を 1出場あたり約 23分として計

算すると、その総時間は 184分にもなる。出場に係る事

務処理に 3時間以上もの時聞が費やされていることにな

り、休憩時間の確保や超過勤務の軽減のためには、事務

処理の省力化を図っていく必要がある。

5 おわりに

出場時聞をはじめ、出場に伴う事務処理時問、通常業

務に係る時間、食事や仮眠等の身体的・生理的時聞とい

った救急隊員が通常当番中に係り得る時間の取り方には、

年間出場件数の違いによって差が表れることが明 らかに

なった。全体的に年間出場件数が 3000件を境にその傾向

が顕著であった。

出場件数が多く出場時聞が長いほど、出場関係の事務

処理時間は長くなり、その他の事務まで手が回らなくな

るほか、救急以外の当番者と行う署所内事務への参加が

難し くなっていた。

生活必需時間は国民平均との格差がみられ、食事、仮

眠、入浴・洗面のいずれにおいても、出場件数や管轄す

る地域性によっては国民平均を下回る結果となっていた。

そして単に時間が短いだけではなく 、食事や仮眠は、連

続する出場により中断・遅延することが多く、特に仮眠

を含む休憩時間は、出場件数の増加に伴い厳しさを増し

ていた。

また、当番中に処理しきれなかった業務については、

超過勤務として非番目に繰り越されていた。

この状況下では、出場件数はもちろん、出場に係る業

務以外の時間もこれ以上割くことは不可能であり 、休憩

時間の確保や超過勤務の軽減のためには、出場関連事務

も含めた事務処理の省力化を図っていくことが必要であ

る。
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また、 今回の分析では、救急小隊を隊長・隊員・機関

員の 3名と捉え、ローテーション乗務まで考慮していな

い。 しかしながら、本調査におけるローテーショ ン乗務

は上位群が半数を他小隊との乗換えを行っているものの、

その他の小隊は年間出場件数に係らず一定していない。

基本的には正規の構成員を崩さずに勤務している状況に

ある。現体制では出場業務に押され、仮眠や休憩時間、

食事といった生活必需時間を十分に確保できない傾向に

あったことから、 今後さらに勤務体制等についての検討

が必要と思われる。

本調査では、救急隊員は厳しい時間的制約の中で勤務

している状況が見受けられ、第四研究室の調査叫による 、

救急隊員が業務中に連続した出場による時間の逼迫に最

も精神的負担を感じていたという結果を裏付けることと

なった。 24時間 10分という長い当番勤務で蓄積された

身体的・精神的疲労は、非番目等に繰り越されている可

能性もあり 、救急隊員の精神健康に与える影響が懸念さ

れる。今後は救急隊員の当番時はもちろん、非番、週休

も含めた継続的な疲労の経過、特に疲労に直結される仮

眠の質についての調査を実施し、主管部との連携を密に

し、様々な施策の展開に寄与するよう研究を実施してい

く必要がある。
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本研究を終えるにあたり、調査全般にわたりご指導い

ただきました中央大学斎藤良夫教授に深く感謝いたしま
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RESEARCH ON THE AMBULANCE CREW' S ACTUAL CONDITION IN 

OFFICE HOURS 

Ayako MOTOHASHI*， Atsushi KIKUCHI**， 

Hiroshi OCHIAI***， Yuta YOSHIDA***， Yoshio SAITO**** 

Abstract 

As for the ambulance crew， it is clear to feel psychological stress mostly with the conditions 

that time is tight by the continuous dispatch than activities contents themselves when on-duty. 

So， i t was anal yzed about the charac teri st ics seen by chas ing the progress of the ambulance crew' s 

life time at the time of the duty service for each team in the life behavior in the average duty 

and the one by the annual dispatch matter number， and examined about the ambulance crew' s working 

actual condition by this research. 

The main results are as follows: 

1. In the team that have many dispatch calls and long dispatch time， office work time related to 

the dispatch gets long and busy to other office work. 

2. Meals and naps are interrupted and delayed by continuous dispatch， and that tendency was 

especially remarkable as for 3500 groups and upper groups. 

3. Incomplete work during duty is carried over as overtime. 

4. Four hours is a limit in the rest period which includes time for napping to handle around more 

than one duty ten dispatches without exceeding duty time. The office work related to the charge 

except for the dispatch as well is difficult for no less than four hours when it is taken into 

considera tion 

5. A gap between the people average was seen by the life ess巴ntialtime， and it was greatly lower 

than the people average by the team as for which of meal， nap， bathing， washing a face as well. 

6. It was clear the actual condition of “tightness of time by the continuous dispatch" which an 

ambulance crew feels psychological stress in the preceding research HA STUDY ON PSYCHOLOGICAL STRESS 

OF EMERGENCY MEDICAL SERVICE PERSOl¥'NEL
H 

(2003). 
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